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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）を行うことができる周波数帯域の組
み合わせ、及び、ＣＡを行うことができる該周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わ
せが規定されている移動通信システムにおいて用いられる移動局であって、
　前記周波数帯域の組み合わせとして、第１周波数帯域及び第２周波数帯域の組み合わせ
が規定されており、複数の前記周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせが規定され
ている場合で、かつ、前記移動局が、前記複数の周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み
合わせの少なくとも１つに対応している場合には、該第１周波数帯域内のキャリア又は該
第２周波数帯域内のキャリアの全帯域幅において、物理下りリンク制御チャネルを介して
送信される制御情報を受信するように構成されている受信部を具備することを特徴とする
移動局。
【請求項２】
　ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）を行うことができる周波数帯域の組
み合わせ、及び、ＣＡを行うことができる該周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わ
せが規定されている移動通信システムにおいて用いられる移動局であって、
　前記周波数帯域の組み合わせとして、第１周波数帯域及び第２周波数帯域の組み合わせ
が規定されており、複数の前記周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせが規定され
ている場合で、かつ、前記移動局が、前記複数の周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み
合わせの少なくとも１つに対応している場合には、該第１周波数帯域内のキャリア又は該
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第２周波数帯域内のキャリア内の一部の帯域幅を用いて送信される制御情報を受信するよ
うに構成されている受信部を具備することを特徴とする移動局。
【請求項３】
　前記受信部は、Ｅ-ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ-Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して、制御情報を受信するように構成されて
いることを特徴とする請求項２に記載の移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰで仕様化が進められているＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通信システムでは、「ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ）」を行うことが検討されている。
【０００３】
　ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通信システムでは、移動局ＵＥは、１つの無線基
地局ｅＮＢとの間で、異なる周波数帯域の複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ
（ＣＣ）」を同時に用いて、ＣＡを行うことができるように構成されている。
【０００４】
　また、ＣＡが行われる場合、移動局ＵＥは、無線基地局からの指示に応じて、複数のＣ
Ｃの中から、１つをＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｅｒ）とし
て設定し、その他をＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｅｒ）
として設定するように構成されている。
【０００５】
　また、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式では、ＣＡを行うことができる周波数帯域の組み
合わせ（「Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ」）に加えて、かかる周波数帯域の組み合
わせに対して、該当周波数帯域の組み合わせに含まれる１つ又は複数のＣＣの帯域幅の組
み合わせ（「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ
ｓ」）を規定することが提案されている（非特許文献１～４参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.１０１
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３３１
【非特許文献３】３ＧＰＰ寄書　Ｒ４-１２０６３４
【非特許文献４】３ＧＰＰ寄書　Ｒ４-１２０６６７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、非特許文献３及び４で示される方法では、既存のＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ方式では、移動局ＵＥは、自身が対応する「Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ」に
おいて、自身が対応する「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉ
ｎａｔｉｏｎｓ」に含まれる帯域幅よりも大きい帯域幅のＣＣで運用された場合には、Ｃ
Ａを行うことができないという問題点があった。
【０００８】
　特に、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通信システムにおいて、特定の周波数帯域
において、移動局ＵＥは、対象としないＣＣの帯域幅の組み合わせにて運用が行われてい
た場合に、かかる特定の周波数帯域内のＣＣを用いてＣＡを行うことができていたにも関
わらず、かかる拡張の後には、かかる特定の周波数帯域内のＣＣを用いてＣＡを行うこと
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ができなくなってしまうという問題点があった。
【０００９】
　かかる場合、具体的には、移動局ＵＥは、かかる特定の周波数帯域において、ＰＤＣＣ
Ｈ（Ｐｈｙｉｓｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ、物理下り
リンク制御チャネル）を介して送信された制御情報を受信することができなくなってしま
う可能性があった。
【００１０】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、特定の周波数帯域におい
てＣＡが運用されている場合に、該当周波数帯域の組み合わせに含まれるＣＣの帯域幅の
組み合わせとして、対象としていないＣＣの帯域幅の組み合わせにて運用が行われていた
としても、かかる特定周波数帯域において、ＣＡを行っている状態においてＰＤＣＣＨを
介して送信された制御情報を適切に受信することができる移動局を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の特徴は、ＣＡを行うことができる周波数帯域の組み合わせ、及び、ＣＡ
を行うことができる該周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせが規定されている移
動通信システムにおいて用いられる移動局であって、前記周波数帯域の組み合わせとして
、第１周波数帯域及び第２周波数帯域の組み合わせが規定されており、複数の前記周波数
帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせが規定されている場合で、かつ、前記移動局が、
前記複数の周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせの少なくとも１つに対応してい
る場合には、該第１周波数帯域内のキャリア又は該第２周波数帯域内のキャリアの全帯域
幅において、物理下りリンク制御チャネルを介して送信される制御情報を受信するように
構成されている受信部を具備することを要旨とする。
【００１２】
　本発明の第２の特徴は、ＣＡを行うことができる周波数帯域の組み合わせ、及び、ＣＡ
を行うことができる該周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせが規定されている移
動通信システムにおいて用いられる移動局であって、前記周波数帯域の組み合わせとして
、第１周波数帯域及び第２周波数帯域の組み合わせが規定されており、複数の前記周波数
帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせが規定されている場合で、かつ、前記移動局が、
前記複数の周波数帯域内のキャリアの帯域幅の組み合わせの少なくとも１つに対応してい
る場合には、該第１周波数帯域内のキャリア又は該第２周波数帯域内のキャリア内の一部
の帯域幅を用いて送信される制御情報を受信するように構成されている受信部を具備する
ことを要旨とする。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように、本発明によれば、特定の周波数帯域においてＣＡが運用されてい
る場合に、該当周波数帯域の組み合わせに含まれるＣＣの帯域幅の組み合わせとして、対
象としていないＣＣの帯域幅の組み合わせにて運用が行われていたとしても、かかる特定
周波数帯域において、ＣＡを行っている状態においてＰＤＣＣＨを介して送信された制御
情報を適切に受信することができる移動局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る移動局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで実現可能なＣＡの組み合わせ
の一例について説明するための図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動局の受信部の機能について説明するための図
である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
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【図６】本発明の第１の実施形態に係る移動局の動作を説明するための図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムについて説明するための図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図６を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通
信システムである。
【００１６】
　なお、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ
との間で、周波数帯域Ｆ１のＣＣ及び周波数帯域Ｆ２のＣＣを同時に用いて、信号の送受
信を行うことができるように構成されている、すなわち、ＣＡを行うことができるように
構成されている。
【００１７】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムでは、移動局ＵＥに対して、周
波数帯域Ｆ１のＣＣが「ＰＣＣ」として設定され、周波数帯域Ｆ２のＣＣが「ＳＣＣ」と
して設定されているものとする。
【００１８】
　図２に示すように、移動局ＵＥは、管理部１１と、送信部１２と、受信部とを具備して
いる。
【００１９】
　管理部１１は、ＣＡを行うことができる周波数帯域の組み合わせ（図３に示す「Ｅ-Ｕ
ＴＲＡ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ」）のうち、移動局ＵＥが対応する周波数帯
域の組み合わせを管理するように構成されている。
【００２０】
　また、管理部１１は、移動局ＵＥが対応する周波数帯域の組み合わせにおいて、ＣＡを
行うことができる周波数帯域内のＣＣの帯域幅の組み合わせ（図３に示す「Ｓｕｐｐｏｒ
ｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」）のうち、移動局ＵＥ
が対応する帯域幅の組み合わせを管理するように構成されている。
【００２１】
　例えば、本実施形態に係る移動通信システムでは、図３に示すように、「Ｅ-ＵＴＲＡ
　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ」及び「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉ
ｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」が規定されていてもよい。
【００２２】
　図３に示すように、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、１つの「Ｅ-ＵＴＲ
Ａ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ」に対して、複数の「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ
　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」を規定することができる。
【００２３】
　ここで、管理部１１は、移動局ＵＥが対応する「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉ
ｎａｔｉｏｎ」として、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」及び「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃
１」の組み合わせ（図３に示す「５，１」）について管理するように構成されていてもよ
い。
【００２４】
　また、管理部１１は、下りリンクにおいて移動局ＵＥが対応する「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ
　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」として、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂ
ａｎｄ＃５」内の「１０ＭＨｚ」及び「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内の「１０ＭＨｚ
」の組み合わせ（図３に示す「ＤＬ：１０＋１０」）について管理するように構成されて
いてもよい。
【００２５】
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　また、管理部１１は、上りリンクにおいて移動局ＵＥが対応する「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ
　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」として、下りリンクと同様の
組み合わせを管理するように構成されていてもよい。
【００２６】
　送信部１２は、移動局ＵＥが通信中の無線基地局ｅＮＢに対して、各種信号を送信する
ように構成されている。
【００２７】
　例えば、移動局ＵＥが、本実施形態に係る移動通信システムにおいて規定されている「
Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」の少なく
とも１つに対応している場合には、送信部１２は、無線基地局ｅＮＢに対して、移動局Ｕ
Ｅが対応している「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔ
ｉｏｎｓ」ではなく、移動局ＵＥにおいて所定期間内に処理可能な最大データ量を通知す
るように構成されている。
【００２８】
　ここで、かかる所定期間は、所定数（例えば、１つ）のサブフレームであってもよいし
、所定数の（例えば、１つ）のＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅ
ｒｖａｌ）であってもよい。
【００２９】
　また、送信部１２は、上述の最大データ量として、リソースブロック数を通知するよう
に構成されていてもよい。
【００３０】
　例えば、送信部１２は、かかる最大データ量について、「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
（能力情報）」内の所定ビットによって通知するように構成されていてもよい。
【００３１】
　受信部１３は、移動局ＵＥが通信中の無線基地局ｅＮＢから、各種信号を受信するよう
に構成されている。
【００３２】
　例えば、受信部１３は、かかる無線基地局ｅＮＢから、スケジューリング情報を含む制
御情報や、報知情報や、下りデータ等を受信するように構成されている。
【００３３】
　ここで、受信部１２は、本実施形態に係る移動通信システムにおいて規定されている「
Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」の少なく
とも１つに対応している場合には、ＣＡに用いられ得る「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」
及び「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内のＣＣの全帯域幅において、ＰＤＣＣＨを介して
送信される制御情報を受信するように構成されている。
【００３４】
　例えば、図４（ａ）に示すように、移動局ＵＥが、下りリンクにおいて、「Ｓｕｐｐｏ
ｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」として、「Ｅ-ＵＴ
ＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」内の「１０ＭＨｚ」及び「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内の「１
０ＭＨｚ」の組み合わせに対応している場合であっても、本実施形態に係る移動通信シス
テムにおいて、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」内において「１０ＭＨｚ」の帯域幅のＣ
Ｃが用いられ、かつ、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内において「２０ＭＨｚ」の帯域
幅のＣＣが用いられている場合には、図４（ｂ）に示すように、受信部１３は、ＰＤＣＣ
Ｈを介して送信される制御情報については、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内のＣＣの
「２０ＭＨｚ」の全帯域幅において受信するように構成されている。
【００３５】
　ここで、ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報は、各ＣＣの全帯域幅に割り当てられ
ているが、一般的に、伝送速度は低いため、受信部１３が、ＣＡで用いられ得る「Ｅ-Ｕ
ＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」及び「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内のＣＣの全帯域幅におい
て、ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報を受信したとしても、処理負荷が劇的に増加
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するということはない。
【００３６】
　また、受信部１３は、ＰＣＣ及びＳＣＣにおけるＰＤＳＣＨを介して通信を行う際に、
ＰＣＣで送信される下りデータサイズ及びＳＣＣで送信される下りデータサイズの合計を
、該当移動局ＵＥにおいて受信可能な最大データサイズとして、ＰＤＳＣＨを介して下り
データを受信するように構成されていてもよい。
【００３７】
　例えば、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、移動局ＵＥに対する「ＰＣＣ」
として「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」内のＣＣが設定されており、「ＳＣＣ」として「
Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内のＣＣが設定されている場合について考える。
【００３８】
　また、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」内において「１０ＭＨｚ」の帯域幅のＣＣが用
いられており、かつ、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内において「２０ＭＨｚ」の帯域
幅のＣＣが用いられている場合について想定する。
【００３９】
　かかる場合、「２０ＭＨｚ」の帯域幅まで対応可能な移動局ＵＥの受信部１３は、「Ｅ
-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内のＣＣ（ＳＣＣ）上でＰＤＳＣＨを介して下りデータを受
信可能である。
【００４０】
　かかる移動局ＵＥは、合計２０ＭＨｚ幅までを受信可能であるため、仮に「Ｅ-ＵＴＲ
Ａ　Ｂａｎｄ＃５」において「５ＭＨｚ」のＰＤＳＣＨリソースが割り当てられていた場
合、かかる移動局ＵＥは「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内のＣＣ（ＳＣＣ）上で、ＰＤ
ＳＣＨを介して「１５ＭＨｚ」の帯域幅の下りデータを受信するように構成されている。
【００４１】
　さらに、受信部１３は、本実施形態に係る移動通信システムにおいて規定されている「
Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」の少なく
とも１つに対応している場合には、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」及び「Ｅ-ＵＴＲＡ　
Ｂａｎｄ＃１」内のＣＣの中心帯域幅（例えば、中心の２８リソースブロック）に割り当
てられている報知情報を受信するように構成されていてもよい。
【００４２】
　かかる報知情報は、「Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ」割り当て方式によって割り当てられて
いてもよいし、「Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ」割り当て方式によって割り当てられていてもよい
。
【００４３】
　また、受信部１３は、本実施形態に係る移動通信システムにおいて規定されている「Ｓ
ｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」の少なくと
も１つに対応している場合には、無線基地局ｅＮＢからの個別シグナリングを介して、Ｐ
ｃｅｌｌ（ＰＣＣのサービングセル）及びＳｃｅｌｌ（ＳＣＣのサービングセル）におけ
る報知情報（ＭＩＢ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）やＳＩＢ（
Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）等）を受信するように構成されて
いてもよい。
【００４４】
　或いは、受信部１３は、本実施形態に係る移動通信システムにおいて規定されている「
Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」の少なく
とも１つに対応している場合には、「Ｉｎｔｅｒ-ｃｅｌｌ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ」の際に
、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおける報知情報を受信するように構成されていてもよい。
【００４５】
　また、受信部１３は、本実施形態に係る移動通信システムにおいて規定されている「Ｓ
ｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」の少なくと
も１つに対応している場合には、移動局ＵＥに対して設定されているＣＡを一度終了した
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後に、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおける報知情報を受信し、その後、かかるＣＡを再開
するように構成されていてもよい。
【００４６】
　図５に示すように、無線基地局ｅＮＢは、受信部２１と、スケジューリング部２２と、
送信部２３とを具備している。
【００４７】
　受信部２１は、無線基地局ｅＮＢと通信中の移動局ＵＥから、各種信号を受信するよう
に構成されている。
【００４８】
　例えば、受信部２１は、かかる移動局ＵＥから、上述の「ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
」等を受信するように構成されている。
【００４９】
　スケジューリング部２２は、かかる移動局ＵＥに対するスケジューリング処理を行うよ
うに構成されている。
【００５０】
　例えば、スケジューリング部２２は、移動局ＵＥから取得した上述の最大データ量（例
えば、リソースブロック数）に基づいて、かかる移動局ＵＥに対するスケジューリング処
理を行うように構成されていてもよい。
【００５１】
　かかる場合、スケジューリング部２２は、移動局ＵＥのＰＣＣにおいて、移動局ＵＥが
対応する帯域幅までの下りデータを送信するリソースを割り当て、移動局ＵＥのＳＣＣに
おいて、残りの下りデータを送信するリソースを割り当てるように構成されていてもよい
。
【００５２】
　或いは、スケジューリング部２２は、移動局ＵＥの「ＵＥ　Ｃａｔｅｇｏｒｙ」に基づ
いて決定した最大伝送速度及び送信に用いるＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃ
ｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）に基づいて、かかる移動局ＵＥが受信可能なＣＣの帯域幅を
算出し、かかる帯域幅に基づいて、スケジューリング処理を行うように構成されていても
よい。
【００５３】
　例えば、スケジューリング部２２は、合計が最大で２０ＭＨｚ幅となるように割り当て
るとしてもよい。
【００５４】
　送信部２３は、無線基地局ｅＮＢと通信中の移動局ＵＥに対して、各種信号を送信する
ように構成されている。
【００５５】
　例えば、送信部２３は、かかる移動局ＵＥに対して、移動局ＵＥのＰＣＣ及びＳＣＣ上
で、ＰＤＣＣＨを介して、それぞれ、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおける下りデータのス
ケジューリング情報を送信するように構成されていてもよい。
【００５６】
　また、送信部２３は、かかる移動局ＵＥに対して、ＰＣＣ及びＳＣＣの中心帯域幅（例
えば、中心の２８リソースブロック）を用いて、報知情報を送信するように構成されてい
てもよい。
【００５７】
　また、送信部２３は、かかる移動局ＵＥに対して、個別シグナリングによって、Ｐｃｅ
ｌｌにおける報知情報を送信するように構成されていてもよい。
【００５８】
　ここで、かかる個別シグナリングとしては、Ｓｃｅｌｌにおける報知情報を送信するた
めの情報要素、すなわち、３ＧＰＰのＴＳ３６.３３１の６.２.２章に規定されている「
ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ」中の情報要素「ＳｃｅｌｌＡｄｄ
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Ｍｏｄ」を拡張して用いてもよい。
【００５９】
　さらに、送信部２３は、「Ｉｎｔｅｒ-ｃｅｌｌ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ」の際に、Ｐｃｅ
ｌｌ及びＳｃｅｌｌにおける報知情報を送信するように構成されていてもよい。
【００６０】
　また、送信部２３は、Ｐｃｅｌｌにおける報知情報を送信するために、移動局ＵＥに対
して設定されているＣＡを一度解除するように構成されていてもよい。
【００６１】
　例えば、送信部２３は、Ｐｃｅｌｌにおける報知情報の変更が必要であることを検出す
ると、対象の移動局ＵＥに対して設定されているＣＡを解除した後、送信するＰｃｅｌｌ
における報知情報の変更し、所定期間経過した後、再度、かかる移動局ＵＥに対してＣＡ
を設定するように構成されていてもよい。
【００６２】
　また、送信部２３は、かかる移動局ＵＥに対して、移動局ＵＥのＰＣＣ及びＳＣＣ上で
、上述のスケジューリング処理の結果に基づいて、ＰＤＳＣＨを介して、下りデータを送
信するように構成されていてもよい。
【００６３】
　以下、図６を参照して、本実施形態に係る移動局ＵＥの動作例について説明する。
【００６４】
　図６に示すように、ステップＳ１０１において、移動局ＵＥは、移動局ＵＥのＰＣＣ及
びＳＣＣとして設定されているＣＣの全帯域幅において、ＰＤＣＣＨを介して、上述の制
御情報を受信する。
【００６５】
　ステップＳ１０２において、移動局ＵＥは、Ｐｃｅｌｌにおける報知情報及びＳｃｅｌ
ｌにおける報知情報を受信する。
【００６６】
　ステップＳ１０３において、移動局ＵＥは、かかる制御情報及び報知情報に基づいて、
ＰＣＣ又はＳＣＣ上で、ＰＤＳＣＨを介して、下りデータを受信する。
【００６７】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥは、自身が対応
する「Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ」において、自身が対応する「Ｓｕｐｐｏｒｔ
ｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」に含まれるＣＣの帯域幅
よりも大きい帯域幅のＣＣで運用された場合であっても、移動局ＵＥに対して設定されて
いるＰＣＣ及びＳＣＣの全帯域幅において、ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報につ
いて受信することができ、適切にＣＡを行うことができる。
【００６８】
（本発明の第２の実施形態に係る移動通信システム）
　図７を参照して、本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムについて説明する。
以下、本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムについて、上述の第１の実施形態
に係る移動通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００６９】
　本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムでは、移動局ＵＥの受信部１３は、本
実施形態に係る移動通信システムにおいて規定されている「Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　
Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ」の少なくとも１つに対応している場合
には、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」内のＣＣ又は「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」内の
ＣＣ内の一部の帯域幅を用いて送信される制御情報を受信するように構成されている。
【００７０】
　例えば、受信部１３は、Ｅ-ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ-Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して、制御情報を受信するように構
成されていてもよい。
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【００７１】
　一方、本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムでは、無線基地局ｅＮＢの送信
部２３は、「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５」内のＣＣ又は「Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１」
内のＣＣにおいて、移動局ＵＥに対して、Ｅ-ＰＤＣＣＨを介して、制御情報を送信する
ように構成されている。
【００７２】
　ここで、Ｅ-ＰＤＣＣＨは、ＰＤＣＣＨのキャパシティ不足の問題を解消するために、
ＬＴＥ（Ｒｅｌｅａｓｅ-１１）方式で導入が検討されているチャネルである。
【００７３】
　図７（ａ）及び図７（ｂ）に示すように、送信部１３は、ＰＤＳＣＨの送信リソースの
割り当て領域において、Ｅ-ＰＤＣＣＨの送信リソースを割り当てるように構成されてい
てもよい。
【００７４】
　また、受信部１３は、移動局ＵＥ特有のＤＭ-ＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を用いて、Ｅ-ＰＤＣＣＨを復調することが想定されて
いる。その結果、ビームフォーミングゲインを得ることができ、キャパシティの増大に有
効である。
【００７５】
　また、送信部２３は、図７（ａ）に示すように、「Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ」方式によって、Ｅ-ＰＤＣＣＨの送信リソースを割り当てるように構成さ
れていてもよいし、図７（ｂ）に示すように、「Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ」方式によって、Ｅ-ＰＤＣＣＨの送信リソースを割り当てるように構成さ
れていてもよい。
【００７６】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００７７】
　本実施形態の第１の特徴は、ＣＡを行うことができる周波数帯域の組み合わせ（Ｅ-Ｕ
ＴＲＡ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）、及び、ＣＡを行うことができる周波数帯
域内のＣＣの帯域幅の組み合わせ（Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃ
ｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ）が規定されている移動通信システムにおいて用いられる移動局
ＵＥであって、かかる周波数帯域の組み合わせとして、第１周波数帯域（例えば、Ｅ-Ｕ
ＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５）及び第２周波数帯域（例えば、Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１）の
組み合わせが規定されており、複数の周波数帯域内のＣＣの帯域幅の組み合わせが規定さ
れている場合で、かつ、移動局ＵＥが、かかる複数の周波数帯域内のＣＣの帯域幅の組み
合わせの少なくとも１つに対応している場合には、第１周波数帯域内のＣＣ又は第２周波
数帯域内のＣＣの全帯域幅において、ＰＤＣＣＨ（物理下りリンク制御チャネル）を介し
て送信される制御情報を受信するように構成されている受信部１３を具備することを要旨
とする。
【００７８】
　本実施形態の第２の特徴は、ＣＡを行うことができる周波数帯域の組み合わせ（Ｅ-Ｕ
ＴＲＡ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）、及び、ＣＡを行うことができる周波数帯
域内のＣＣの帯域幅の組み合わせ（Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＣＣ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｃ
ｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ）が規定されている移動通信システムにおいて用いられる移動局
ＵＥであって、かかる周波数帯域の組み合わせとして、第１周波数帯域（例えば、Ｅ-Ｕ
ＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃５）及び第２周波数帯域（例えば、Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｂａｎｄ＃１）の
組み合わせが規定されており、複数の周波数帯域内のＣＣの帯域幅の組み合わせが規定さ
れている場合で、かつ、移動局ＵＥが、かかる複数の周波数帯域内のＣＣの帯域幅の組み
合わせの少なくとも１つに対応している場合には、第１周波数帯域内のＣＣ又は第２周波
数帯域内のＣＣ内の一部の帯域幅を用いて送信される制御情報を受信するように構成され
ている受信部１３を具備することを要旨とする。



(10) JP 5827914 B2 2015.12.2

10

20

30

【００７９】
　本実施形態の第２の特徴において、受信部１３は、Ｅ-ＰＤＣＣＨを介して、制御情報
を受信するように構成されていてもよい。
【００８０】
　なお、上述の移動局ＵＥ及び無線基地局ｅＮＢの動作は、ハードウェアによって実施さ
れてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって実施され
てもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００８１】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００８２】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、移動局ＵＥ及び無線基地局ｅＮＢ内に設けられていてもよい。また、かか
る記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして移動局ＵＥ及び無線
基地局ｅＮＢ内に設けられていてもよい。
【００８３】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００８４】
ＵＥ…移動局
ｅＮＢ…無線基地局
１１…管理部
１２、２３…送信部
１３、２１…受信部
２２…スケジューリング部
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